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－ 目次（案）－ 

 

Ⅰ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略 

１ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅰ 

（１）概要          

（２）成果と課題       

２ ｅ－Ｊａｐａｎ戦略Ⅱ   

 

Ⅱ ｕ－Ｊａｐａｎ構想 

 １ ポストｅ－Ｊａｐａｎの必要性  

 ２ ２０１０年の展望と課題 

 （１）２０１０年の社会像      

 （２）２０１０年の課題       

 （３）２０１０年のＩＣＴの可能性と技術動向 

 ３ ｕ－Ｊａｐａｎ構想の理念 

（１）基盤性の理念：「Ubiquitous」  

（２）成果の理念 

（イ）「Universal」       

（ロ）「User-oriented」      

（ハ）「Unique」             

 

Ⅲ 政策手法の変化 

１ 行政全般での新たな方向性  

２ ＩＣＴ政策の新たな方向性  

 

Ⅳ ｕ－Ｊａｐａｎ政策パッケージ 

１ 将来課題パッケージ 

（１）課題・ソリューションの抽出  

（２）各ソリューション実現のための要素の整理  

 

２ 重要施策パッケージ 

（１）ネットワーク高度化 

    ① ユビキタスなアクセス環境整備 

② 電波開放戦略 
③ デジタル放送の普及推進 
④ 地域情報化の総合的推進 
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⑤ ＩＰインフラの高度化 
⑥ 全国均衡あるブロードバンドの整備 
⑦ 競争政策の着実な推進 
⑧ アジア・ブロードバンド計画の着実な推進 

 

（２）産業活性化 

 （イ）ユーザオリエンテッドなサービス提供 

① ｅ－ビジネス・コラボレーション促進戦略 
② 情報家電等のネットワーク化促進戦略 
③ コンテンツの流通・利用促進戦略 

  （ロ）ｕ－Ｊａｐａｎに対応した社会システムへの適応 

① 産業構造変革戦略 
② 官民の連携強化戦略 
③ ＩＣＴ人材育成戦略 

 

（３）利用環境整備 

 （イ）ＩＣＴの影に関する課題解決 

   ① プライバシーの保護 

② 情報セキュリティの確保 
③ 電子商取引環境の整備 

   ④ 違法・有害コンテンツ、迷惑通信への対応 

   ⑤ 知的財産権への対処 

   ⑥ 新たな社会規範の定着 

⑦ 情報リテラシーの浸透 

⑧ 地理的ディバイドの克服 

⑨ 地球環境や心身の健康への配慮 
⑩ サイバー対応の制度・慣行の整備 

 

 （ロ）ユビキタス憲章の制定 

 

（４）その他       

 

Ⅴ 今後の展望 

１ 「民」主導で取り組むよう働きかける事項 

２ 総務省自らが取り組むべき事項    

３ 政府部内・自治体に働きかける事項 

４ 国際機関に働きかける事項     


